
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ＷＡ･Mozart ２９回 １３曲 28.4％
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Spiitzenmesse（雀のミサ)KVZ20 ／３０， ０～ (ミュンヘン）
MissalongaKV262 ０／１，、 1７７５
Ｔ１ｎＴｍ面ｉｎ,TEA爪俘但ごＰＹ（/尺八 Ｏ／１５Ｆ、 1769
ザルツブルクにおけるミサ曲の分析
垣
それらは合唱曲や声楽曲であったり、器楽だけの曲であったりする。それらの曲目
の一覧表は省略し、まとめだけを記す。 蝉
［合唱曲・声楽曲］３７作曲家のモテツトと、作曲者不詳曲（１５世紀の作品）・グレ
ゴリオ聖歌・南米民謡の曲などが演奏されており、作者が公表されていないもの８
曲を含め９７曲以上が演奏されている。（`）３７作曲家の内２６名はミサ曲が演奏され
ている作曲家とは別の作曲家である。
この中で演奏回数が多い作曲家はＪ・SBachの１１曲とＦ・XCmberの１曲・８回
である。ＪＳＢａｃｈは膨大な作品の内、大半が宗教的作品であり、ライプチヒ、トー
マス教会のカントルとして多くの宗教曲を作曲した敬度なクリスチャンであった
が、プロテスタントの信者であった為、ミサ曲は「Messeh-moll（ロ短調ミサ)」１
曲だけしか書いていない。
ＪＳＢａｃｈの作品は６回のミサで１１曲演奏されている。その内の１回、５月１４日に
大聖堂で行われたミサは以下のようなプログラムである。
霧
蝋
JesumeineFIuede（BWVE227NrL2）
Kyrieeleison（BWV:233）
AlleinGottinDerH6h'ｓｅｉＥｈｒ（BWW16）
IhrabcrseidnichtHeischlichsondcmgeistich（BWV:227NL6）
AgnusDci"h-mollMesse”（BWy232）
いろいろなカンタータなどから曲を集め、ミサの儀式それぞれにのっとった選曲
がされている。Ｊ８.Bachの宗教曲と、儀式としてのミサを知り尽くした指揮者の選
曲と言える。
EXCIuberの作品は“StilleNacht,’だけで８回も演奏されている。全ての演
奏曲の中で最も回数多く演奏された曲である。演奏された日時・教会は、１２月２４
日２２時からのフランツィスカーナー教会（以下Ｆと略記)、２５日９時からのＦ、１２
月２５日１０時からの大聖堂（以下Ｄと略記)、１２月２６日９時からのＦ、１２月３１
日１７時からのＤ、１月１日１０時からのＤ、１月６日１０時からのＤ、１月６日１８
時半からのカイェタナー（Kajetancrkirche）でのミサにおいてである。（７）
１２月２４日クリスマスイヴの演奏はミサの最初に演奏され、クリスマスらしさ
2５
鱒が強調されたように感じられ良かつたが、他の７回はミサ曲の最後の部分である
AgnusDeiも終った後に演奏され、付け足しのような印象を受ける演奏であった。
“StilleNacht”は日本語では「きよしこの夜」として知られ，世界中誰も知らない
人はいないと言われるほどの名曲である。この曲は１８１８年に２名の独唱者とコー
ラスとギター伴奏のために作曲され、聖ニコラウス教会（StNikolausKirche）でク
リスマスイブに初演された。この聖ニコラウス教会がザルツブルク郊外のオーベル
ンドルフ（ObemdorDにあり、世界中の人が集まる所であるからとは言え、あまり
にも演奏回数が多すぎると思う。ミサに出席している会衆の多くが世界中から集ま
ってきた観光客である為のサービスと見るべきであろう。
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[器楽曲等］ミサ曲の合間に挿入された合唱曲・声楽曲以外の器楽曲等は９名の
作曲家の２０曲（他に作者不明が２曲）があった。これらは、ＪＳ,Bach､ACorelli、
Ｇ・FHiindel､JHaydn､WAMozart､Ａ,Vivaldi等の器楽合奏曲やオルガン曲などで
あった。大聖堂には素晴らしいオルガンがある。ヨーロッパ最大と言われる６０００
本ものパイプを持つパイプオルガンが入口の真上、祭壇から最も遠い所にあり、祭
壇近くのコーナー４ヶ所にもそれぞれ１台ずつオルガンを備えた大聖堂である。計
５台もの立派なパイプオルガンが設置されているので、オルガンを伴ったミサ曲や、
オルガン及びオルガンを伴った器楽曲などの演奏会も多い。特に５台ものパイプオ
ルガンは世界中でもここにしかないので、この大聖堂の「５台のパイプオルガンの
ため」に書かれた作品がある。５台のパイプオルガンが同時に演奏する曲を１度だ
け聞いた。祭壇近くの４角にあるオルガンの中央で聞いたのだが、その演奏は立体
的であり、まきに天地を揺るがすような大音響の壮大な演奏であった。
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まとめ
２０００年４月より2001年３月までザルツブルク滞在期間に同市で演奏されたミサ
曲の頻度を分析した結果、以下のことが判別した。
（１）最も演奏回数が多く、演奏作品も多いのがWAMozaItであり、次に多い
JHaydnの４曲９回ともかなりの差がある。その次に、近・現代の作品が多い。バ
ロック時代の作品の演奏が少ないのは、前述したように器楽作品中心の時代であっ
たからと思われる。
（２）そして、日本ではほとんど知られていない作曲家の作品が数多く演奏されて
2６
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いる。例えば、日本で多く使われている、音楽辞典・音楽人名辞典・合唱辞典のど
れを調べても名前すら出ていない作曲家が43名中１４名（30％)、１０２回の演奏会
の内１７回もある。教会入口の演奏曲の掲示などにより、それらの作曲家はバロッ
ク時代の作曲家が３名、古典派が１名、近・現代が２名、現役の作曲家が５名であ
ることが分かり、まったく不明が３名である。このまったく不明の３名は作風から
現代の作曲家である可能性が高いと思われる。これを含めると２０％近くが近･現代
の作曲家の作品となる。
（３）この年だけでなく毎年新作の初演もあるとの事であり（ミサの演奏をしてい
るオーケストラ奏者の言)、２０％という高い比率で近・現代の作品を演奏している
という事は、現代に活躍する作曲家を育て、後世に残る良いミサ曲を残していこう
としている姿勢の表れであると判断できる。WAMozaltのミサ曲が１６曲中１２曲
もザルツブルクで作曲され初演されているように、その時代の作曲家に次々と作品
を:書かせ、作曲家を育て、良い作品を現代にまで残してきた。今もその姿勢が受け
継がれているのであろう。
（４）クリスマス期間中はＲＸ,Gmberの“StilleNacht”がきわめて多く演奏さ
れた。これは、地元で作臨され、世界中に知られた名曲を世界中から来る会衆（お
客様）に対するサービス（客寄せ）である。
（５）WAMozartはザルツプルクで生まれ、育ち、父Ｌ・Mozartは宮廷音楽家であ
り、WAMozartも－度はザルツブルクの大司教宮廷音楽家という職に就きながら
もその職を嫌い、父親の猛反対を押し切ってヴイーンヘ出たきり２度とザルツブル
クヘ戻る事はなかった。ザルツブルクを嫌っていたWAMozaltであるが、今のザ
ルツブルクでは特別に多くWAMozartのミサ曲が演奏されている。
ザルツブルクという街は、昔は岩塩の採掘で栄えたところであり、大司教が永く
住む歴史のある街である。しかし、山に囲まれた谷間の美しい街には大きな産業は
育たない。つまり観光で生きていくしかない街なのである。それには、この街で生
まれたＷ・AMozartや、この地でロケが行われた映画「サウンド･オブ･ミュージッ
ク｣、そして街の郊外ではあるがこの地で生まれたＦ,Ｘ・GIuberの“StilleNacht'，
を最大限に活かした音楽や観光で成り立っている街なのである。さらに街の中心に
WAMozaltの銅像が建ち、街中いたるところでモーツァルトチョコが売られてい
る街である。
それにしても予測に反してあまりにも多くWAMozaltのミサ曲が演奏されて
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いるのは何故なのか。それはWAMozalt音楽が世界中の人々に愛されているか
ら、この街に人を呼べるのである。日本の現代曲などを数多く手掛けてきた著名
なフルーティストが演奏家としての峠を越えてから、WAMozartの旋律は、全て
の部分で次にその音が来る必然性があると言い、「最後はモーツァルト吹きになり
たい」と言っていた。多くの人にとって、知らない曲であっても聞けば「これは
多分Ｗ・AMozartであろう」と見当がつく。そういう誰にでも分かりやすい音楽が
WAMozartの特徴である。WAMozartの曲、とくにその旋律には万人を引き付け
る普遍的な美しさがあるからである。
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[注］
(1)休日のミサは大聖堂では１０時から行われるミサを大ミサと通常言い、「ドーム
合唱団」が演奏する。１１時３０分または１２時から行われるミサはソリストや主
に外部から来た麗体による演奏で行われる。
(2)作曲家を音楽史上の区分に分ける事は非常に難しい問題を含んでいる。ある－
人の作曲家を取り上げても初期の作品は古典派的であり、後期にはロマン派的
な作風に変わったが、晩年には再び古典派的な作風に戻った曲も書いた、とい
うような作曲家もいるからである。ここでは以下のように時代区分をした。１６
世紀に生まれたＪＢＣｏｍｅｓまでをルネッサンス時代に、それ以後JSBachと同
じ没年（1750年）であるVRathgcberまでをバロック時代に、１８７０年生まれで
活躍の中心は２０世紀になったであろうＬＶｉｅｍｃ以後を近・現代に、その間の
人々を古典派及びロマン派とした。
(3)生没年不聡となっている作曲家の内、何名かは初演作の作曲家であったり、作
風から現代の作曲家と思われる。
(4)年表では生没年不明となっている１作曲家の３回の演奏（MissaSCecilia
［CYnbero]）は、この年が初演である。よって、現代に活躍している作寵家と
判断できるので円グラフではこれを近・現代に加えた。
(5)この他に偽作の疑いのある“MissaBrevisinG-Dur，，ＫＶ１４０と未完成の“Missa
lnc-moll'，KV427がある。尚、!`Requieln"KV626は未完成のまま他界したが、
ジュスマイヤーにより完成されている。
(6)演奏曲は普通教会の入口に掲示されているが、一部掲示されていない曲も演奏
される事があった。
韓
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(7)年が明けた１月になっても“StilleNacht”が演奏されている。教会暦では、
キリスト生誕のお祝いに東方から３人の博士が来たとされる日（この年は１月
６日）までがクリスマス週間に入っているからである。
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